
令和７年度　全国学力・学習状況調査の結果について 富田林市立第二中学校

【学力状況調査】　　＜学習指導要領の領域の平均正答率の状況＞

全体的な状況 課題 全体的な状況 課題 全体的な状況 課題

成果 課題解決に向けた取組み 成果 課題解決に向けた取組み 成果 課題解決に向けた取組み

【学習状況調査】
状況が良好な主な項目 本校 府 全国 課題を残した主な項目 本校 府 全国

自分の考えがうまく伝わるよう、工夫して発表していましたか 76 64 63 読書は好きですか 45 58 62
学校へ行くのは楽しいと思いますか 94 84 86 自分で学び方を考え、工夫することはできていますか 69 78 78
自分には、よいところがあると思いますか 94 84 86 地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか 67 72 75

全体的な状況 課　題

成　果 課題解決に向けた取組み

○保護者のみなさんへ（全体を通じて）

エネルギーに関する問題での平均正答
率が低く、地球に関する問題と粒子に
関する問題の平均正答率は、わずかに
大阪府の平均正答率よりも低く、これら
の力をつけることが課題と考えられる。

生命に関する問題は、大阪府や全
国より平均正答率が高かった。一
方、エネルギーに関する問題は、大
阪府や全国より平均正答率が低
かった。

進路決定や卒業に向けて、他の教科と
も連携しながら、思考力が必要な問題
に以前以上に触れながら、思考力など
もつけていきたい。

２年生の時に教室近くの廊下に、
生命や粒子に関する基本語句な
どをフラッシュカード形式で掲示し
たことが、基礎の定着につながっ
た。

　調査実施要領にありますように、本調査結果は、学力や学習状況の特定の一部分であり、学校における教育活動の一側面でありますが、学校として以下の結果について真摯に受け止め、子どもたちの学力並びに学習意欲の向上に努めてまい
ります。保護者のみなさんのご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。

【　　国　　　語　　】 【　　数　　学　　】                      【　　理　　科　　】ComputerBasedTesting

説明する問題が府平均より高かっ
た。これは、毎日授業の終わりに数
学用語をかならず入れての振り返り
を書いている成果だと思われる。

・「カテガクノート」「朝読書」の継続に、より力を入れていきます。
・引き続き進路学習を通じて、自分の進路や将来について考える時間を設けていきます。
・日々の声かけや、カウンセリングの期間を利用して、生徒１人１人との話を聞く時間を充実させます。
・総合や道徳の時間を活用し、地域や社会とのつながりを大切にできる学習内容も取り入れていきます。

・様々な項目において、府や全国平均を上回る結果が出ております。上記のほかにも「自分には、よいと
ころがあると思いますか」「先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していないところについて、分
かるまで教えてくれていると思いますか」の項目も全国平均＋６ポイント以上上回っています。

・１年生のときより、協働的・探求的な学習や教え合い活動などに力を入れてきました。そのため、上記に
あるように「自分の考えがうまく伝わるよう、工夫して発表していましたか」や「自分で課題を立てて情報を
集め整理して、調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいますか」のアンケート項目の結果か
ら、成果を読み取ることができました。また、自尊心を育むため、様々な取り組みの最後には「良いとこ探
し」を行ったり、学年通信・学級通信で生徒の良いところを発信することで「学校が楽しい」「自分に良いと
ころがある」という項目のアンケート結果につながったと感じています。

全国平均48.3％に比べ-8.3％という
結果だった。学習指導要領の４つの
領域すべて全国平均を下回ってい
る。特に、データの活用が著しく府平
均と大きな差が見られた。

・「記述式」問題において、無解答率が上
がっており、苦手意識の高さが見受けら
れた。特に本文中や資料などを読みとる
ことに加え、自分の考えを根拠を明確に
して説明する設問について課題が残っ
た。

府及び全国平均に対してやや下回る結果となった
が、「話すこと・聞くこと」の領域において全国平均を
上回る設問もあった。無回答率については選択式、
短答式は概ね全国平均よりも低いものの、記述式に
おいては、全国平均を上回る設問もあった。

書く活動を行う際、自分の考えや文章に
向き合う機会を多く取るとともに、苦手意
識を克服させるために、すぐに原稿に向
かわせるのではなく、自分の考えなどを
段階的に整理していけるよう取り組み方
を工夫していく。

ご家庭の生活に関するアンケート項目の「毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか」と「朝食を毎日食べていますか」とか、ともに全国平均＋３ポイントと上回っていました。生徒たちが普段の学校生活を元気に過ごすことができているのも、ご家庭で
の確立された基本的な生活習慣の賜物だと考えます。その土台があって「学校へ行くのは楽しい」「自分には良いところがある」と生徒が感じながら学校生活を過ごしてくれていることを、学校としても大変うれしく思っています。また、これまでの「ＳＣ
Ｆ」「わくドキ」「授業内での表現活動」をとおして、これから社会で必要とされる課題解決能力と探求力・表現力を育み、生徒自身が成長を実感できる取り組みになったことが一番の成果であると感じています。一方、学習面では、「振り返る力」に課
題があり、テストでこの問題ができていなかった、次に同じような問題を解くためにはこうして勉強してみよう、そして、同じ問題が解けるようになるといったサイクルを踏むことが必要であり、「振り返る力」の定着が『学び方の確立』と主体的に学習に
取り組む態度につながり、成果になると考えます。今後も主体的に学習に取り組む態度を育むため、授業改善に活かしてまいります。

思考・判断・表現の正答率がかなり低
い。またデータの活用に苦手意識を持っ
ている生徒が多くいる。

データの活用の問題に関しては、問題を解く回数
を増やしていく。そのために、DASHを活用して、出
題されたら、追問題などを入れていく。また、応用
力をつけるには一人でしっかり考える時間を授業
で作っていく必要があるので、その時間をつくるた
めに班にする前に一人で考える時間を作ってい
く。

・読書は好きと感じている生徒が府・全国平均と比べて大きく下回った。上記の他にも「将来の夢や目標を
持っていますか」や「困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できますか」の項
目は全国平均よりー４ポイント下回っていました。

「話すこと・聞くこと」の領域において、全国
平均より６ポイント上回る設問があった。１
年時からプレゼンやスピーチの機会をとっ
ており、主体性をもって学習に取り組んで
きた結果と考えられる。
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